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研究成果の概要： 
死海文書と七十人訳ギリシア語聖書、更にヨセフスやフィロンの作品を通して、時間的には紀

元前 3 世紀から紀元後 1 世紀までの時代における、また、空間的には東地中海世界における、
モーセ五書の展開過程を文書資料に基づいて跡付けた。研究参加者はそれぞれの学問領域から

一歩踏み出し、学際的協力を構築しながら、ヘブライ語とギリシア語の多様なモーセ五書伝承

が現在に伝承されている姿に収斂していく過程を明示することが出来た。 
 
 
 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006年度 5,400,000 1,620,000 7,020,000 

2007年度 5,200,000 1,560,000 6,760,000 

2008年度 3,200,000 960,000 4,160,000 

年度    

  年度    

総 計 13,800,000 4,140,000 17,940,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学・宗教学 
キーワード：死海文書、七十人訳ギリシア語聖書、モーセ五書本文伝承史、ヨセフス研究、フ

ィロン研究、ヘレニズム時代史、初期ユダヤ教 
 
 
 
１．研究開始当初の背景 
ヘブライ大学のEmanuel Tov教授が 1990年代
始めに、死海文書公刊の総合編集者に就任し
て以来 10数年の間に、死海文書がほぼ全て
誰でも接近できるものとなった。その結果、
大量の研究成果もその後に続いた。一方、ゲ

ッチンゲン大学に結集した研究者に依る七
十人訳ギリシア語聖書の本文研究も同時に
著しく進捗し、モーセ五書に関しては出版が
完了していた。死海文書と七十人訳ギリシア
語聖書は、紀元前 3世紀から紀元後 1世紀の
同時代文書であるが、一部の研究者を除いて
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それぞれが異なる研究者群による独立の研
究分野となっていた。従って、総合的・学際
的研究の必要性が痛感されていた。この両分
野の研究は日本においては個別に研究者が
散発的に研究発表をする程度で、組織的・学
際的研究は行われてこなかったという経緯
があった。殊に、死海文書研究に関しては、
国際的には日本はほとんど貢献がなかった
と言えるような状況であった。死海文書の翻
訳計画はあったが、諸般の事情で予定通りに
は進行しなかった。七十人訳ギリシア語聖書
に関しては、新しいゲッチンゲン版を採用し
て、連携研究者秦剛平が、詳細な注とヘブラ
イ語聖書との対応を注記しながら、翻訳を完
了していた。 
 
 
 
 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、紀元前３世紀から紀元後１
世紀にかけて時間的には同時的に、しかし地
理的には離れたパレスチナとエジプトのア
レクサンドリアで、相互に独立して誕生した
「死海文書」と「七十人訳ギリシア語聖書」
に含まれる旧約聖書の創世記から申命記ま
での所謂「モーセ五書」に研究対象範囲を限
定して、紀元前３世紀から紀元後１世紀にか
けてのヘブライ語とギリシア語の「モーセ五
書」本文の生成過程、伝承過程、歴史的背景、
両者の相互影響関係を総合的・学際的に解明
しようとすることにある。２つの方向からの
研究を綿密に統合することによって、両文書
資料の実態と特質とを複眼的に照射する。更
に、「死海文書」以前の旧約ヘブライ語本文
の文書化過程（編集・伝承過程）を可能な限
り遡及的に明らかにし、紀元後１世紀以降に
正典化される旧約聖書本文と、「七十人訳ギ
リシア語聖書」のその後の伝承過程と相互連
関をも視野に入れ、個別研究の枠を越え出た
総合化の最大限の成果を引き出すことが研
究目的である。 
 
 
 
 
 
３．研究の方法 
紀元前３世紀から紀元後１世紀の間の、モー
セ五書本文の伝承過程をヘブライ語聖書資
料（死海文書）とギリシア語聖書資料（七十
人訳ギリシア語聖書）に基づいて明らかにす
る最初の手続きは、死海文書に関する予備的
な研究手続きであり、死海文書を遺したクム
ラン共同体についての全般的な理解を深め、
これまでの研究成果を共有することである。

このクムラン共同体は死海の北西岸のクム
ラン洞穴を中心に活動し、そこを中心に多数
の写本を遺したので、クムラン共同体と呼ば
れる。そこでこの研究組織の参加者全員によ
り（１）死海文書を生み出したクムラン共同
体誕生の歴史的経緯、（２）クムラン共同体
の性格や思想傾向の変遷、（３）エルサレム
を中心とした神殿共同体とクムラン共同体
との宗教思想上の対立関係、そして何よりも
（４）クムラン共同体が遺したモーセ五書の
本文上の特質を明らかにすることが最初の
共同作業となる。次のもう１つの予備的な研
究手続きは、紀元前３世紀以降、徐々に発展
してやがて七十人訳ギリシア語聖書に結集
していく翻訳聖書の実態解明である。それに
は、（１）アレクサンドリアのユダヤ人共同
体の実態とギリシア人との歴史的・社会的関
係、（２）どのような必然性・必要性があっ
てアレクサンドリアで聖書翻訳が行われた
のか、（３）出来上がった翻訳聖書がアレク
サンドリアでどのような地位を占めたのか、
（４）翻訳聖書がアレクサンドリアのユダヤ
人・ユダヤ人共同体にどのような影響を及ぼ
したのか、（５）翻訳聖書の使用により、ア
レクサンドリアのユダヤ人・ユダヤ人共同体
とエルサレム神殿との関係はどのように変
化していったのか、最後に最も重要な事柄で
ある（６）翻訳されたギリシア語聖書本文の
特質の解明と、既に失われてしまったヘブラ
イ語聖書翻訳原本への遡及的推論が含まれ
る。これら２つの手続きは、死海文書に関し
ては、主として守屋彰夫、関根清三、山我哲
雄の３名により、七十人訳ギリシア語聖書に
関しては、秦剛平、佐藤研の２名によって推
進されるが、両文書の相互関連・総合化を念
頭に研究会を通して成果の共有を図る。 
以上のように、共同研究と個別研究の総合化
と成果の共有を通して、日本における研究レ
ヴェルの向上を図り、更に国際学会での研究
発表を通して、成果の第三者による評価を得
られるようにするという方法を選択した。 
 
 
 
 
 
４．研究成果 
（1）最近の研究成果を踏まえた死海文書研
究協力体制を構築し、紀元前 3世紀から紀元
後 1世紀までの時代におけるモーセ五書の展
開過程を跡付ける試みであったが、おおむね
その目的を達成することが出来た。 
（2）同期間にエジプトのアレクサンドリア
でモーセ五書のギリシア語への翻訳が遂行
され、東地中海世界で広範に使用されるよう
になったいわゆる七十人訳ギリシア語聖書
に関する伝承過程についても、ヨセフス、フ



ィロン研究者の共同参画により、学際的研究
を遂行することが出来た。 
（3) 第 2年目の夏（2007年 8月 28日―31
日）には、本研究参加者に数名の日本人研究
者、海外から死海文書研究、ヨセフス研究、
フィロン研究のそれぞれの分野の第一線級
の研究者 9名も参加した国際研究集会「ヘレ
ニズム時代におけるモーセ五書本文伝承史」
を東京で開催することが出来た（日本学術振
興会の財政支援により開催可能となった）。 
（4）上記の国際研究集会は有料であったが
予想外の多数の日本人聴衆の参加があり、死
海文書研究、七十人訳ギリシア語聖書研究へ
の関心の高まりに、更にこの研究分野への若
手研究者たちへの学問的刺激として寄与し
たと言えよう。 
（5）それらの成果は、研究代表者と研究連
携者の論文とともに、日本学術振興会の財政
支援の下に開催された国際研究集会「ヘレニ
ズム時代におけるモーセ五書本文伝承史」に
参加した海外からの研究者たちの寄稿論文
と一緒に、英語版論文集が Brill Academic 
Press (Leiden, the Netherlands)から出版される
（2009年秋）。日本語訳論文集も出版準備が
進行している。 
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